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漁業集落における 〈個と共同性〉（その1）   
一昔森県下北都東通村尻屋とその漁業慣行から－  






おわりに   
はじめに   
本稿では下北半島・尻屋集落での事例研究から、漁業集落での重  
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村持」と呼んだ）の土地だったのである。・…‥ このように村持  
の土地すなわち村の所有地は同時にまた村民の総有地でもあっ  
たであるが、こういう考え方は、ローマ法的な法人の観念とは  
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西暦                 1889  1937  1963  1980  1990  2000  2006   
戸数＊   29   48  106  200  165   133   105  
表（2）婚入着の出身地（2008年）  1958年   
県名   市町村名  集落名   実数   比率  実数  





東通村                       桑原  ロ  
石持  下北地方  
小田野沢  
の市町村  稲崎  
入口  




旧むつ市   
弘前  
津軽  口  
十和田  
野辺地   
県外l  岩手県     q  ロ  1．4％   口
（1958年の数字は「竹内報告」より）  
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らの婚入者数が現在においても少ないことは、「下北は半島という  
よりも、むしろ島といった方がよい」（17）との印象を裏付けるもので  
あろう。   
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会」への入会も規定されていた。  
「第3条 本社の社員は昭和26年度まで部落共有権利看であった三十  
四名である  
第4条 社員にして退社せんとするものは賃貸借価格にて権利を社  
に譲渡する事  
第9条 社員の家族にして定年に達したものは必ず三余会に入会す  
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「第三条 本会は、尻屋に居住する男子のうち義務教育を終了した  
者で四十二歳以下の者を以て組織する。   




第四条 会員であって定められた年齢を越えた時は特別会貝とす  
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「三余会会則  
第六条  本会には次の役員を置く。  
会長一名 副会長一名 相談役理事一名 理事二名  
幹事二名 監事二名 評議員五名  



















第六条  本会は、保全会より共有林の監督を委任され、山林  
取締役二名を選出する。任期は二年とする。ただし  
その役員はすべての役員を兼務する事ができる。  
第三十三条 本則第二十条第二項に準じて、当部落から上級学校  
生に対して奨励の為、各学校進学ごとに一名ごと金  
五千円以上を給付する。  
第三十五条 本別二十条第二項に準じて、本部落青年団に修養費  
として毎年一万円以上を寄付するものとする。  
第三十九条 組合から春磯及び秋磯等の吟味方を依頼された場合、  
磯吟味方二名を選任する。  
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第四十条  夜磯の吟味は、正会員の者を以て取締りに任ずる。  
ただし会長並びに漁業組合理事の命による事。  




第四十三条 役員年報酬  
会長一万五千円 副会長、相談役理事、理事一万円  
幹事八千円   

















2008年現在では78人が正組合員であり、准組合員はいない。   
前述の「竹内報告」でも若干触れられているように、この37戸は  
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という。   
この60人という制約は1976年（昭和51年）頃からこだわらなくな  
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あり、他には9名の組合員が「東走第11号」（定置漁業）の免許を  
受けている。「東共26号」のさけ・ます小型定置網漁業については  








屋漁港から尻労との境界線までの沿岸部での入漁が7月頃と11月頃   
表（3）組合員数の推移  
年度  正組合員  准組合員  職員  年度  正組合員こ准組合員  
1974   60   0   3  1992   75：  0  
1975   60   0   3  1993   73   0  
1976   60   2   3  1994   72   0  
1977   58   2   3  1995   74   0  
1978   58   2   3  1996   77   0  
1979   64   口 3  1997   76   0  
1980   67   3  1998   80   0  
1981   67   口   4  1999   82   0  
1982   68   0  4  2000   81   0 
1983   68   0   4  2001   79   0  
1984   68   0  5  2002   81  0  
1985   69   0   5  2003   81   0  
1986   67   0   5  2004   78   0  
1987   70   0   5  2005   80   0  
1988   71   0   5  2006   79   0  
1989   73   0   5  2007   79   0  
1990   74   0   5  2008   78   0  
1991   75   0   5  2009   74  0  
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になされている。7月頃は尻屋漁協と尻労漁協が合同で月類等の採  
















2008年度魚種別水揚げ高  2008年度漁業種類別経営体数  
品目   取り扱い高（円）   
いか   292，045，511   
たこ   69，044，548   
さけ（定）   53，186，870   
生鮮魚小計   584，161，115   
月類   24，800，094   
海草類   315．578   
干フノリ   18，882，677   
干コンプ   44．171，568   
その他   15，878，435   
合計   688．209，467   
漁業種類   経営体数   
いか釣漁業  
一本釣り業  
38   
採月藻漁業  
その他漁業  
定置漁業   
合計   39   
（第60年度業務報告書：尻尾漁協）  （第60年皮業務報告書：尻屋漁協）  
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表（4）尻屋部落会会員等  
家  主のW  
の  三余会月  「跡取り」  「跡取り」 の配偶者  部落会  土地  漁協  番号  出身地   の続柄  の出身地  正・準  保全会  組合員致   
01  尻尾  準  
02  むつ市  ○   1M  むつ市  正   ○   2   
03  尻労   ○  正   ○   2   
04  津軽  華  
05  尻尾   ○   1M  尻労   正   ○   2   
06  古野牛川  準  
07  尻屋  正   ○   
08  入口  正   ○   
09  鹿橋   ○   1M  むつ市  正   ○   2   
10  尻屋   ○   1M  ′ト田野沢  正   ○   2   
尻屋   ○   1M  ′ト田野沢  正   ○   2   
12  むつ市  準  
13  むつ市  ○   1M  入口   正   ○   3   
14  脇野沢村  ○   1M  石持   準  2   
15  岩屋   ○  正   ○   2   
16  尻屋  正   ○   
17  むつ市  準  
18  尻労   ○   1M  むつ市  正   （〕   2   
19  尻屋   ○   1M  砂子又  正   ○   3   
20  むつ市  準  
21  十和田町  ○  正   ○   2   
22  津軽  
23  尻屋  正   ○   2   
24  むつ市  正  
25  尻屋   ○   AM  むつ市  正   ○   3   
26  桑原   ○  正   ○   2   
27  尻労   ○   2M  正   ○   2   
28  尻屋  正   ○   2   
29  鹿橋   ○   1M  大間町  正   ○   3   
30  稲崎  準  
31  大間町  ○   1M  大間町  正  2   
32  鹿橋   ○   1M  弘前市  正   ○   2   
33  古野牛川  正   ○   
34  尻屋   ○   1M  正   ○   2   
35  尻屋   ○   1M  尻屋   正   ○   2   
36  むつ市  正  
37  尻屋   ○   1M  岩手県  正  3   
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38  鹿橋   ○  正   ○   3   
39  尻屋  1FH  むつ市  正   ○   
40  石持  1M  大畑町  正  2   
41  大畑町  正   ○   
42  尻屋  ○（孫）  1FH  大間町  正   ○   3   
43  尻尾  1M  むつ市  正   ○   2   
44  むつ市  正   ○   
45  尻尾   ○   1M   岩屋   正   ○   3   
46  鹿橋   ○   1M  大畑町  正   ○   3   
47  野辺地町  1M   尻労   準  
48  石持   ○   1M  正   ○   2   
49  大畑町  準  






住民たる漁民が生活に依拠している限るにおいて、部落と組合との間に強敬 ママ  
なつながりをもっている。それは部落なる共同体的枠の内部に組合が没入し ママ  
ていると見るか、或は組合が部落なる共同体的枠を利用していると見るか、 ママ  
或は両者併存し、組合自身に部落共同体的性格が存すると見るべきか。見る  
人の観点によりいずれにも観察することができるであろう。」原嘩三 r日本  
漁業権制度史論』（国書刊行会1977）260頁  
（2）川島武宜「「ゲルマン的共同体」における「形式的平等」の原理について」  
r川島武宜著作集第八巻 慣習法上の権利Ij（岩波昏店1983）48頁以下  
（3）石井良助「山梨県山中部落の入会権」r法学協会雑誌」86巻1号（1969）20  
頁～21頁  
（4）菅豊「平準化システムとしての新しい総有論の試み」寺嶋秀明編 F平等と不  
平等をめぐる人類学的研究J（ナカニシ出版 2004）240頁～273頁  






合研究「基本的法概念のクリティーク」研究会 2008）97頁  
（10）コモンズ論への法律学・法社会学からの応答としては鈴木龍也他編rコモン  
ズ論再考j（晃洋書房 2006）、柳澤能生「類個統合と「所有」」戒能通厚  
他編著ー企業・市場・市民社会の基礎法学的考察」（日本評論社、2008）所  
収、日本法社会学会編「法社会学73号 コモンズと法」（有斐閥 2010）があ  
る。  
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山口珊一郎「本州最北端尻屋崎附近の集落」r地理学J5巻8号（古今書院   
1937）115頁以下  
（14）九学会連合下北調査委貝会r下北 自然・文化・社剣（平凡社1967）  
（15）竹内利美編「下北の村落社会」（未来社1968）528頁  
（16）竹内利美編 前掲書 520頁  
（17）竹内利美編 前掲書 47頁  
（18）竹内利美編 前掲番 538頁  
（19）竹内利美編 前掲香 549頁。「尻屋三余会会則」の冒頭にこの沿革が記さ  
れている。  









第1  第2  第2  第3  第4  第4  第5  
日曜  土曜  日昭  日曜  土曜  日曜  日曜   
4月  5日  G垂）  12日  注：淡島神社祭典の期間  19日  （垂夢  26日  
4月14日・15日・16日は昆布拾い  
を中止と致します  17日  （垂夢  24日  31E】   
6月  7日  （亘む  14日  21EI  （垂夢  28日  
7月  5日  （三重）  12日  19日  （垂）  26日  
8月  2日  圏  9日   ↓  お盆休み 13日（i音読（指向正百醜17日  16日  ＠）  23日  30日   
9月  6El  国  13日  





屋漁業協同組合」   
（23）平成21年度の三余会によるフノリ採取時の監視要領を以下に掲載しておこう。  
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（24） このことは前掲の三余会附則第三十九条～四十一条にもあらわれている。   
＊本箱は平成21年度（2009年皮）札幌大学研究助成制度による研究成果の一部であ  
る。  
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